
先進地から「稼ぐ力」を学ぶ
伝統的工芸品インバウンドセミナー

令和７年度伝統的工芸品インバウンド等対応支援事業

多くの海外観光客が訪れ、伝統的工芸品のPRや認知度向上・魅力発
信に成功している「京都・朝日堂」の浅井社長を講師に迎え、商品開
発や販路開拓のヒントが得られる実践型セミナーを開催します！
参加ご希望の方は、右の二次元バーコードより７月４日(金)までに

お申し込みください。

【受託事業者】
公益社団法人鹿児島県特産品協会 木下・池田
〒892-0828 鹿児島市金生町６－６
よかど鹿児島本店ビル２階
電話：099-223-9177 FAX：099-227-0768  

日時・会場

内 容

日 時：令和７年７月１４日(月) 14：00～16：00
会 場：マークメイザン２階 ユーティリティスタジオＡ・Ｂ

（〒892－0821 鹿児島市名山町９－15）
※駐車場はありませんので、公共交通機関か有料駐車場をご利用ください。

(1)鹿児島県のインバウンド客の動向について
県内の外国人観光客の動向（国籍・人口）や、飛

行機・クルーズ船で来訪する外国人観光客の消費動
向などを紹介します。

(2)インバウンド先進地の動向について

 講師：株式会社朝日堂 代表取締役社長 浅井俊行 氏
（株式会社田窯 代表取締役）

※皆様から事前にいただいた質問事項にお答えしながら講演いただきます。

(3)質疑応答

＜京都・朝日堂について＞
明治3年、京都・清水寺門前にて「京焼・清水焼」の専門店として創業。現在は、清水焼に留まらず全国各
地の陶磁器、及び漆器、鉄器、切子細工など、日本を代表する伝統工芸品を幅広く取り扱っている。
平成10年に若手作家やカジュアルな陶器、伝統工芸品の発信の場として、６つの施設からなる「あさひ
坂」を設立し、年々減っている窯元や伝統工芸品を盛り上げている。また、海外から多くの観光客を迎え
る京都で、日本の繊細で緻密なものづくりを海外へ発信している。
京都以外には、銀座三越、パレスホテル、大丸心斎橋店に店舗を構える。

申込フォーム

朝日堂HP

対象者
定員30名（オンライン参加可）

主催：鹿児島県

参加無料

伝統的工芸品製造事業者、関係団体、自治体職員 など

お問合せ
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